
第３章
事業の将来性



環の拠点創出事業の実現に向けて、サイクリストや利用客が楽しむことができる施
設という、所期の目的が反映できるよう、財源確保も含め、時代のニーズ等に基づき、
木津川市をはじめとする地元地域団体が、弾力性を持って、地元地域のために手を取り
合って進めていく必要がある。

また一方、運営面では、その継続性を確保するため、運営参加者が楽しみながら、利

３-１ 事業の実現に向けて

また 方、運営面では、その継続性を確保するため、運営参加者が楽しみながら、利
益性のあるシステムづくりが大切である。

市内には、茶問屋街と同様に、歴史的なまちなみが残る木津本町地区や加茂船屋地区
がある。また、拠点施設周辺や旧山城町北部地域の椿井大塚山古墳や蟹満寺などの観光

３‐２ 観光ルートなどの整備による集客に向けて

あ 。 、拠点施設周辺や 城町北部 域 椿井大塚 墳や蟹満 な 観
名所に加えて、浄瑠璃寺や岩船寺など多くの国宝・重要文化財を所有する神社仏閣や石
仏の道のある当尾地区、恭仁宮跡や海住山寺の歴史的資源を有する瓶原地区などの観光
エリアが数多くあり、これらのエリアと、拠点施設とを結ぶサイクリングコースや散策
ルートを設定し、マップの作成を進めていく必要がある。

ただし、利用者の増加とともに、観光スポットの整備の検討及びサイクリングコース
の要所には、トイレやバイクスタンドなどの整備の検討が必要になるものと考える。

また、市外にも多くのサイクリングコースなどがあり、本拠点にハブ（中継）機能を
持たせ、将来的には、上狛南部地域を中心としたサイクリングコースや散策コースがで
きることを期待する。（１３・１４・１５頁 参照資料）

自転車アンケートの調査結果（抜粋）

問 よく行かれる目的地はどこですか

実 施 日 ：平成２５年３月９日（土）
調査場所：上津屋橋、アスピアやましろ

問．よく行かれる目的地はどこですか。

２人以上の回答があった目的地 １人から回答のあった目的地

嵐山 15人

けいはんなホテル（精華町）
けいはんな記念公園（精華町）

上津屋橋（流れ橋） 10人

木津 ※木津川市(1)含む 8人

調査人数：１２８人

けいはんな記念公園（精華町）
当尾（木津川市）、
三国越林道（和束町～伊賀市）、
大正池（井手町）、
くろんど池（交野市・生駒市）
京都市、京都大原、大和郡山市、吉野町、
枚方市、門真市、淀川、藤井寺市、金剛山
天野原、和歌山県

木津 ※木津川市(1)含む 8人

八幡市 ※御幸橋(2)含む 4人

奈良市 4人

信楽 4人

和束町 3人

京田辺市
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天野原、和歌山県

（地名・施設名以外）
パン屋、直売所、歴史跡巡り
日帰り圏内どこでも、自然との触れ合い

京田辺市
※京田辺市運動公園(1)含む

2人

明日香村 2人

滋賀県 ※琵琶湖(1)含む 2人

大阪市 2人



３-３ 事業の将来に向けて

地域活性化・市内外へのアピールとして
本事業を機会とし、それぞれの団体が新しいネットワークづくりをおこない、他の地

域振興事業のモデルとなるように充実を図る。
また、本事業が市内の各地域においても展開されることを期待する。

３‐４ 歴史ある「まちなみ」の形成に向けて

地域住民の力で景観整備につなげる
市内には上狛南部地域のように、伝統的木造建築や歴史的資産等により、地域特有の

景観を創り出している地域が市内に点在する。しかし、どの地域においても地域特有の
まちなみなどの景観の調和が課題となっているまちなみなどの景観の調和が課題となっている。

良いまちなみを保全し活かしていくためには、地域住民がその価値を見直すことによ
り、今あるものを残しながら、特色ある景観が形成されていくことを期待する。

【上狛南部のまちなみ】

【旧奈良街道のまちなみ（木津本町）】 【加茂船屋のまちなみ】

１２

【旧奈良街道のまちなみ（木津本町）】 【加茂船屋のまちなみ】



市内の観光名所 観光スポ トなど

【参照資料】

市内の観光名所・観光スポットなど

環の拠点環の拠点

【木津川市シティマップ引用】
13
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【参照資料】

ハブ機能を有する拠点として（市内版）

【蟹満寺】【椿井大塚山古墳】

【高麗寺跡】
【海住山寺】

創建は天平7年（735年）聖武天
皇が大仏造立平安祈願の為、良弁飛鳥(あすか)時代に

創建され 平安時代

寺の名前は蟹幡(かむは
た)郷という美称である
「神(カム)」と織物を意

古墳時代前期(三世紀後半)
のなかでも最古に位置づけ

【環濠集落】

僧正に命じて建立させ十一面観音
菩薩を安置したのが始まりと言わ
れましたが、この寺は保延三年
（1137年）に焼失しました。現
存の五重塔（国宝）は 建保2年

通称「大里」と呼ばれ、

創建されて平安時代
末期の12世紀ごろ
まで存続した府内最
古の古代寺院です。
高句麗(こうくり)か

神(カム)」と織物を意
味する「幡(ハタ)」から
なる地名に由来します。
平安時代以降は、今昔物
語集に出てくる「蟹の恩
返し 縁起で有名になり

られる代表的な前方後円墳
です。邪馬台国の女王卑弥
呼の鏡とも呼ばれる「三角
縁神獣鏡」三十数面を含む
四十面近い銅鏡や多くの副 存の五重塔（国宝）は、建保2年

（1214年）慈心上人によって建
てられたもので、心柱が初層で止
められている点は建築史上有名で
す。

通称 大里」と呼ばれ、
長径600m、短径300m
の周囲を堀に囲まれ、山
城国一揆の舞台となった
村の一つとして村人たち
の生活や村を治めた国人

高句麗(こうくり)か
ら渡来した狛（高
麗）氏の氏寺だった
とみられています。

返し」縁起で有名になり
ました。
【歳時】蟹供養放生会

4月第三日曜日

四十面近い銅鏡や多くの副
葬品が出土し、全国的に大
きな注目を集めました。

す。
の生活や村を治めた国人
狛氏に関係する遺跡と文
化財が残り、惣村の風景
を想像することができま
すす。

環 拠点

【恭仁宮跡】

今からおよそ1300年前、木
津川右岸 瓶原に 「恭仁宮」
(くにのみや)が造られ わが

環の拠点

【相楽神社】

(くにのみや)が造られ、わが
国の首都となりました。往時
の数々の遺構はロマンに溢れ、
歴史の中心舞台であったこと
がしのばれます。

木

正月行事一連が京都府指定無形
民俗文化財に指定されており、
毎年地元内外から多くの見物客
が訪れます。相楽神社本殿（室

がしのばれます。

木
津
本
町
地

町時代初期造営）は重要文化財、
相楽神社末社若宮神社本殿（室
町時代後期造営）は京都府登録
文化財に、神社の森一帯は文化
財環境保全地区に指定されてい 【浄瑠璃寺】

【岩船寺】

【当尾の石仏群】

地
域
：
約
２

行基開基を伝え、行基が鳴
川に建立した阿弥陀堂がそ
のはじまりとされ 弘安2

浄瑠璃寺や岩船寺周辺
は 小 原と呼ばれ

財環境保全地区に指定されてい
ます。
【歳時】もちばな

２月１日～

【浄瑠璃寺】

梵字の阿字をかたどった
池を中心にして、東に薬
師仏 西に阿弥陀仏を配

【惣墓五輪塔】

２
㎞

のはじまりとされ、弘安2
年に至って鳴川山寺の東禅
院潅頂堂を岩船に移し、同
8年に供養したといわれて
いますが定かではありませ

は、小田原と呼ばれ、
寺院や修行場が散在し、
行き交う人々のために
多くの磨崖仏が造立さ
れました これらは道

師仏、西に阿弥陀仏を配
した庭園は極楽世界をこ
の世に表わしたもので、
本堂は横に長く九体の阿
弥陀如来を安置していま【惣墓五輪塔】

ん（『岩船寺縁起』）。本
尊は阿弥陀如来像で10世紀
を代表する仏像として知ら
れています。三重塔（室町
時代）は中世後期の代表作

れました。これらは道
を行き交う人々を優し
く見つめてくれる道し
るべとしての石仏達で
す。

惣墓とは、庶民個人の墓
が普及する以前の共同墓
地のことで、この五輪塔
は 古い惣墓全体の総供

す。平安時代には京都を
中心にこのような寺も
30 以上あったと云われ
ますがすべて失われ、当
時のまま現存するのはこ
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時代）は中世後期の代表作
ともいわれており、重要文
化財に指定されています。

は、古い惣墓全体の総供
養塔として鎌倉後期に造
立されました。

時のまま現存するのはこ
こ浄瑠璃寺だけです。



ブ

【参照資料】

ハブ機能を有する拠点として（市外・広域版）

【信楽焼のふるさと】

信楽は、付近の丘陵か
ら良質の陶土がでる土
地柄である。長い歴史
と文化に支えられ、伝

【渡月橋】
【大正池】

森と池と里山を中心と
したアウトドア公園で桂川左岸(北側)と、中州であ

と文化に支えられ、伝
統的な技術によって今
日に伝えられて、日本
六古窯のひとつに数え
られています。

す。静かで豊かな森と
水と山里の癒しの空間
です。

る中ノ島公園の間に架かる橋
で、橋長155m、幅11m、
車道は2車線となっています。

【茶源郷】

【一休寺】

井
手
町

茶源郷風景は、「生業
の景観」として京都府
景観資産登録第１号に
指定され、また京都府
選定文化的景観に選定

枯山水の石庭や一休宗純の木
像のほか、納豆の一種である
「一休寺納豆」でも有名です。

選定文化的景観に選定
されています。

環の拠点環の拠点
【もみじ公園】

笠置山上に位置し、
1300年の歴史をも
つ笠置寺境内にある

【けいはんな記念公園】

つ笠置寺境内にある
「もみじ公園」では、
時期になると鮮やか
に敷き詰められた落
ち葉とともに、真っ【け はんな記念公園】

関西文化学術研究都市建設
を記念し、また平安京遷都
1200年記念事業の一つと
して 平成7年(1995年)

赤に染められた紅葉
が見られます。

して、平成7年(1995年)
4月に開園しました。

【平城宮跡】

【夢絃峡】
奈良の古都平城京の大内裏
で、1998年（平成10年）
12月、「古都奈良の文化
財」として東大寺などと共

木津川と名張川の合流
地点の峡谷で、深い緑
の中に静かに横たわる
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財」として東大寺などと共
に世界遺産に登録されてい
ます。

の中に静かに横たわる
深淵です。
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